
３章 確率分布 

１節 確率分布 
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よって，確率分布は次のようになる。 
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 ⑴ 2 個のさいころの目の差の絶対値は次の表のようになるから 
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よって，確率分布は次のようになる。 
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 1 2 3 4 5 6 

1 0 1 2 3 4 5 

2 1 0 1 2 3 4 

3 2 1 0 1 2 3 

4 3 2 1 0 1 2 
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よって，確率分布は次のようになる。 

 

このとき，X の平均は 
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Y の分散は 
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Y の標準偏差は 
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より，平均と標準偏差は 
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 3 個のさいころの出る目の数をそれぞれ X，Y，Z とすると 
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よって，X と Y は独立ではない。 
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 1 回の試行で，赤球を取り出す確率は
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より，確率分布を表にすると次のようになる。 

 

この表から 
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X は二項分布 
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 2 以下の目が出る回数を X，合計点数を Z とすると 
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 よって，平均と標準偏差は 
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